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こ
の
度
は
「
未
来
を
支
え
る
人
材
育
成
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
〜
大
人
と
共
に
支
え
る
ま
ち
づ
く
り

教
育
」
と
題
し
、
こ
れ
か

ら
の
尾
道
市
を
よ
り
よ

く
す
る
た
め
の
教
育
の
一

端
を
私
た
ち
一
人
一
人
が

担
っ
て
い
る
と
い
う
認
識

を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
と
し
て
設
え
を
準
備
し
ま
し
た
。
机
上

の
勉
学
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
の
中
で
人
と
人

の
関
わ
り
か
ら
学
ぶ
知
識
や
経

験
・
慣
習
も
ま
た
教
育
に
は
欠

か
せ
な
い
部
分
で
あ
る
と
い
う

こ
と
を
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
の
中
か
ら
感
じ
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
い
う
思
い
で
チ
ー

ム
一
丸
と
な
っ
て
誠
心
誠
意
企

画
い
た
し
ま
し
た
。
2
0
1
7

年
初
め
て
の
手
作
り
例
会
と

い
う
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
の
Ｊ

Ｃ
ラ
イ
フ
が
花
開
く
も
萎
む

も
我
々
次
第
と
い
っ
た
責
任
も

勝
手
に
背
負
い
な
が
ら
の
準
備

で
、
我
が
チ
ー
ム
の
結
束
力
も

強
化
さ
れ
た
良
き
時
間
と
な
り

ま
し
た
。
普
段
の
職
種
と
は
関

係
の
な
い
分
野
で
あ
る
だ
け
に

冒
頭
の
鍋
島
委
員
プ
レ
ゼ
ン
に

よ
る
、
人
口
減
少
な
ど
に
起
因

す
る
地
域
内
で
の
人
と
人
の
つ

な
が
り
が
希
薄
化
し
て

い
る
現
状
の
解
説
に
関
し

て
も
、
何
度
も
議
論
を
繰

り
返
し
、
少
し
で
も
わ
か

り
や
す
く
解
説
で
き
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
の
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
も
現
実
問
題
と
し

て
と
ら
え
や
す
く
す
る
た
め
に
メ
ン
バ
ー
そ
れ

ぞ
れ
が
住
ん
で
い
る
地
域
ご
と
に
班
分
け
を
行

い
ま
し
た
。
地
域
が
同
じ
だ
と
い
う
こ
と
で
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
抱
え
る
問
題
点
と
そ
の
解
決
方

法
に
つ
い
て
し
っ
か
り
と
話
し
合
い
が
出
来
て
い

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
当
委
員
会
メ
ン
バ
ー

を
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
と
し
て
、
話
し
合
い
が

ス
ム
ー
ズ
に
進
行
し
な
い
場
合
の
サ
ポ
ー
ト

が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
ん

な
心
配
は
不
要
だ
っ
た
様
子
で
時
間
の
限
り

真
剣
に
未
来
の
こ
と
、
自
分
た
ち
に
課
せ
ら

れ
て
い
る
役
割
の
こ
と
を
考
え
て
く
だ
さ
っ

て
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
各
班
ご
と
の
発
表
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
課
題
に
対
す
る
解
答
を
発
表
し
て
頂
き

ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が

抱
え
る
課
題
を
引
き
出
し
て
頂
き
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
に
持
っ
て
帰
っ
て
頂
け
た
か
と
思

い
ま
す
。

　
２
月
例
会
に
参
加
頂
き
ま
し
た
皆
様
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
例
会
開
催
に
あ
た
り
ご
協
力
く
だ

さ
っ
た
関
係
者
の
皆
様
に
心
よ
り
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

（
記
事
：
地
域
の
希
望
育
成
委
員
会 

委
員
長
　
川
原 

奨
二
）

　
2
月
16
日
（
木
）
、
尾
道
国

際
ホ
テ
ル
に
て
2
0
1
7
年
度

定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
例
年
と
同
様
本
総
会
で

は
2
0
1
6
年
度
決
算
案
、
本

年
度
の
予
算
案
が
上
程
さ
れ
、

太
田
理
事
長
が
議
長
の
元
、
全

会
一
致
で
審
議
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
度
の
定
時
総
会
に
て

2
0
1
6
年
度
の
全
事
業
を
無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。
2
0
1
6
年
度
麻
生
理
事
長

の
ご
活
躍
を
メ
ン
バ
ー
全
員
で
締
め
く
く
る
こ
と
が
で
き
、

「
い
よ
い
よ
2
0
1
7
年
度
の
事
業
が
本
格
的
に
ス
タ
ー

ト
す
る
」
と
い
う
、
気
持
ち
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

2
0
1
7
年
度
の
予
算
も
決
定
し
、
太
田
理
事
長
率
い
る
尾

道
Ｊ
Ｃ
が
活
気
あ
る
街
づ
く
り
の
た
め
、
「
こ
こ
ろ
」
を
一

つ
に
邁
進
し
て
い
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
監
事
講
評
で
は
、
近
年
多
く
の
メ
ン
バ
ー
が
卒
業
し
ま
し

た
が
、
こ
の
逆
境
に
負
け
ず
尾
道
の
皆
様
に
心
を
一
つ
に
し

た
尾
道
青
年
会
議
所
を
存
分
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
頂
き
、
自

ら
こ
の
会
に
入
会
し
た
い
と
思
っ
て
頂
け
る
よ
う
に
精
一
杯

や
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
と
の
激
励
を
高
垣
監
事
か
ら
頂
き

ま
し
た
。

　
尾
道
Ｊ
Ｃ
が
よ
り
良
い
事
業
を
行
う
た
め
、
新
し
い
仲
間

を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
会
員
拡
大
は
尾
道
Ｊ

Ｃ
の
全
体
事
業
と
な
り
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
も
気
を
引
き
締

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
本
年
も
多
種
多
様
な
事
業
が
あ
り
ま
す
。
所
属
す
る
委
員

会
の
み
な
ら
ず
、
会
員
一
人
ひ
と
り
が
常
に
全
体
の
事
業
に

目
を
向
け
、
一
年
間
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
記
事
：
島
田 

昌
広
）

２
月
例
会

２
月
例
会

２
月
例
会

「
未
来
を
支
え
る
人
材
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

２
月
総
会

２
月
総
会



　
広
島
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
　
総
務
広
報
委

員
会
に
出
向
し
て
お
り
ま
す
政
成
と
油
藤

で
す
。

　
過
日
広
島
の
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
、
当
委

員
会
設
営
の
新
春
会
議
及
び
新
春
交
流
会
に
多
く
の
メ
ン
バ
ー

に
参
加
頂
き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
当
委
員
会
の
残
る
担
い
と
し
て
、広
報
活
動
や
会
員
会
議
所

会
議
他
諸
会
議
の
設
営
、

（
政
局
に
よ
っ
て
は
）公
開

討
論
会
が
あ
り
ま
す
。

　
折
角
の
出
向
な
の
で
、

L
O
M
に
し
っ
か
り
持
ち

帰
り
で
き
る
よ
う
勉
強
し

て
ま
い
り
ま
す
。

（
記
事
：
政
成
啓
行
）

　
地
域
の
希
望
育
成
委
員
会
で
は
、

「
家
族
と
時
を
刻
む
思
い
出
の
１

ペ
ー
ジ
作
り
」と
称
し
ま
し
て
、ゆ
っ

た
り
し
た
環
境
の
中
で
家
族・仲
間

と
過
ご
す
時
間
を
作
る
た
め
の
催
し

を
企
画
い
た
し
ま
し
た
。

　
バ
ブ
ル
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
多
種
多
様
な
ゲ
ー
ム
で
運
動
会
を
開

催
。た
ま
に
は
さ
わ
や
か
な
春
の
風
と
共
に
寒
さ
を
吹
き
飛
ば
す

が
ご
と
く
走
り
ま
わ
り
ま
し
ょ
う
。

　
午
後
か
ら
は
土
井
木
工
協
賛
に
よ
り
、端
材
を
使
用
し
て
親

子
共
同
作
業
で
の
時
計
作
り
も
企
画
し
て
い
ま
す
。大
事
な
思
い

出
の
記
念
と
し
て
時
計
を
お
持
ち
帰
り
頂
け
ま
す
。

　
そ
の
他
、バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
、雑
多
な

日
常
を
忘
れ
、家
族
や
仲
間
と
童
心

に
返
って
楽
し
め
る
企
画
が
盛
り
だ

く
さ
ん
で
す
。以
前
中
学
校
だ
っ
た

場
所
を
地
域
活
性
化
に
向
け
て
活

用
し
て
い
る
ど
こ
と
な
く
懐
か
し
い

空
間
の
中
で
、家
族
や
仲
間
と
の
大

切
な
思
い
出
の
1
ペ
ー
ジ
が
増
え
、明

日
へ
の
活
力
を
見
出
せ
る
こ
と
間
違

い
な
し
で
す
。一人
で
も
多
く
の
方
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。日

時
は
左
記
の
通
り
で
す
。

（
記
事
：
地
域
の
希
望
育
成
委
員
会 

委
員
長

川
原 

奨
二
）

　
３
月
５
日
（
日
）
、
尾
道
青
年

会
議
所
メ
ン
バ
ー
有
志
で
、
全
国

仮
装
大
会
in
お
の
み
ち
プ
レ
イ
ベ

ン
ト
の
綱
引
き
大
会
に
参
加
し
ま

し
た
。

　
チ
ー
ム
「T

he Hunters Plus 
m
ore

…
」
と
称
し
、
ピ
コ
太
郎
や
ト
ラ
ン
プ
大
統
領

な
ど
仮
装
し
た
状
態
で
綱
引
き
を
行
い
ま
し
た
。

　
あ
い
に
く
一
回
戦
で
敗
退
と
な
り
ま
し
た
が
、
身

体
を
動
か
す
い
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
仮
装
そ
の
も
の
の
審

査
も
あ
り
、
ピ
コ
太
郎
や
ト
ラ

ン
プ
大
統
領
が
観
衆
に
向
け
て

P
R
を
行
い
ま
し
た
。

　
大
盛
況
の
な
か
、
参
加
賞
を

頂
く
こ
と
も
で
き
、
楽
し
い

日
曜
日
と
な
っ
た
か
と
思
い

ま
す
。

　
来
年
は
入
賞
だ
！

（
記
事
：
有
志
代
表
　
徳
永 

剛
志
）

【 日　時 】
平成２９年４月２日（日）
９：３０～１５：３０

（受付開始 ９：００～）

【 場　所 】
原田芸術文化交流館
原田小学校体育館
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Co

ngr
atulations!

出
向
者
報
告

出
向
者
報
告

全
国
仮
装
大
会

　　

　　　　
in
お
の
み
ち
２
０
１
７

全
国
仮
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の
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０
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仮
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０
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ひとづくり推進室

まちづくり推進室

JC運動拡大室

60周年実行特別委員会

専務理事

　本年度、ひとづくり推進室副理事長
を務めさせて頂いております安本皇で
す。
　地域の未来育成委員会と会員資質
向上委員会を担当致します。
　両委員会とも、非常に良い雰囲気の

中これからの事業について取り組んでおります。
　太田理事長の元、力強い運動を展開していけると確
信しております。
　一年間宜しくお願い致します‼

安楽城 大作副理事長

　本年度まちづくり推進室副理事長を
仰せつかりました安楽城大作です。
　「まちづくり」ということで、まず色々
な方々とのコミュニケーションを大切に
しながら、楽しみながら活動していきた
いと考えております。

　強いこころを持って、まちと人と大輪を築いていきた
いと考えております。
　本年も何卒宜しくお願い致します。

副理事長 安本 皇

　２０１７年度 JC運動拡大室 副理事長
を務めさせて頂きます池田です。
　本年度は尾道青年会議所創立60周
年という節目の年になりますが、温故
知新という意味を込めまして副理事長
所信を「イノベーション～新たなる１０

年に向けての社会変革～」とさせていただきました。拡
大研修委員会と総務広報委員会とともにJC運動の拡大
に尽力してまいりたいと思います。
　日暮泰広委員長率います拡大研修委員会は来年１００
名でのスタートを目指し、２８名以上の新入会員獲得を
目標としております。会員拡大無くしてJC運動の拡大は
ありません。JCの魅力こそが個々の魅力となり、信頼し
あえる仲間とともに尾道の輝かしい未来を作り上げて
いくためにも１人でも多くの若い方に入会していただき
たいと思います。日々新入会員の獲得に精進しておりま
すが、新入会員の候補者がいらっしゃいましたら是非と
もご連絡ください。ともに拡大の輪を広げてまいりたい
と思います。
　そして、政成啓行委員長率いる総務広報委員会は、
JC運動の積極的な発信のために日々JCライフやホー
ムページ、Facebookページなどを通じて広報活動を
行っております。また、本年度中にはホームページの刷
新ができるように少しずつ準備を始めていきたいと考
えております。日々の活動をコツコツと地道に記録しつ
つ、より効果的にJC運動を発信できるよう調査研究に
邁進しております。
　私たちJC運動拡大室は、「こころ」を強く持って、JC運
動の更なる拡大に向けて１年間頑張ってまいりますの
で、どうぞ宜しくお願い致します。

加度 亮平実行委員長

　2017年度60周年実行特別委員会、
実行委員長を仰せつかりました加度亮
平です。この大役を請け、改めて尾道青
年会議所の歩みを振り返ると、この歴史
には多くの苦労と次代への期待を感じ
る事は容易でした。先輩方へは只々感

謝いたします。
　受け継いだ一つ一つの想いのつながりが可能性を拡
げながら続いていくという事が周年を意味し、想いを音
符に例え「メロディ」という所信の下、60周年を盛大に創
りあげて行こうと思います。
　5/13での60周年記念式典・大懇親会では、「私達の成
長した姿を見てもらう事」こそが私達に出来る先輩への
感謝の気持ちとして考え、記念事業では、官民協働で地
域からの共感を得た事業を展開する事が、次代へ新たな
地域との関わり方を創出する事だと考えています。
　素晴らしきメンバーを頂いた事は、太田理事長から「失
敗は許さんぞ」と言うメッセージと捉え、60周年という節
目が今後の尾道青年会議所の活動がより強く、ユニーク
になるように精一杯やりきりたいと思います。

副理事長 池田 憲泰 山北 真也

　本年度、専務理事を務めさせて頂き
ます山北 真也と申します。
　本年度は尾道青年会議所創立60周年
という節目の年になります。この節目の
年に専務理事という大役を仰せつかりま
したのも何かのご縁と思い、誠心誠意、

自分の力を十二分に発揮し、務めて参りたいと思います。
　太田理事長の掲げられた「こころ～Be Strong～」のも
と、記憶に残る一年となる様、メンバー皆の力を結集さ
せ、尾道JCとしてこころ強く持ち歩んで参ります。OB・特
別会員の皆様には、いろいろとお願いの多い一年となる
と思いますが、どうぞ宜しくお願い致します。

ごあいさつ
2017年度



花粉症の時期がやってきました。注射の効き目は2週間程度で切れてしまい、マスクが手放せません。プロ野球が開幕すれば気も紛れます
が、オープン戦ではノリがいまいち…。一足はやくWBCが開幕するので、結果に一喜一憂しながら、花粉症を忘れたいと思います。まだまだ寒
さも残る時期ですので、皆様体調管理に気をつけましょう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （記事：島田 昌広）

編集
後記

　皆様、はじめまして。新入
会員の小林暢玄と申します。
　東久保町にあります浄土
寺にて、安産などの御祈願や
檀信徒様の先祖供養、お寺
の維持管理といった法務を
勤めさせて頂いております。
　尾道に生まれ育った一人と
して、少しでも地元にお返し
をしたい。また自らの視野を広げ、想像力と実行力を養いた
いと考え、この度、青年会議所に入会させて頂きました。
　一期一会を大切にＪＣ活動を楽しんで参りたいと思いま
すので、今後ともよろしくお願い致します。

小 林  暢 玄
　初めまして、新入会員
の草開大輔と申します。
私は奈良県出身で、2年
ほど前に尾道に家族４人
で移住してきました。
　私の職場は、正徳にあ
る扶桑工業株式会社で
す。弊社では、全国の造
船所様のご指導ご協力
を得て、舵構造、船尾骨
材、また船舶部品等の製造及び加工を業務としてお

ります。
　尾道青年会議所への入会
理由は、新天地で多くの人と
つながりを作り、地域の事を
多く学べる素晴らしい機会
になると思ったからです。
　皆様、よろしくお願いしま
す。

草 開  大 輔

　はじめまして。新入会員
の溝口佳矢と申します。
　私は、尾道駅前にて天ぷ
らや定食を提供する「天
咲」というお店を経営して
おります。
　青年会議所には人脈作り
をはじめ、自己の成長を求
めて入会させていただきま
した。
　残り5年間の在籍となりますが、精一杯ＪＣライフを楽
しんでいきたいと思いますので、今後とも宜しくお願い致
します。

溝 口  佳 矢
　はじめまして。新入会
員の三浦雄輔です。
　仕事はプルデンシャル
生命保険株式会社で働
いております。
　仕事内容は保険を通
じて多くの方に安心をお
届けさせていただいております。
　個人保険・法人保険、相続対策など何でも気軽に

ご相談ください！
　JC活動を通じて地元尾
道への社会貢献と自己成
長をしていきたいと思いま
すので宜しくお願い致しま
す。

三 浦  雄 輔

新　入　会　員　紹　介新　入　会　員　紹　介


